
宮崎大学公開講座：世界の野球事情
〜キャンプのメッカ宮崎から全国に発信〜

年間20カ国の野球事情を紹介する前例のない講座

世界を股にかける（スリランカ→ ブルキナファソ→ コスタリカ→ タンザニア→ オーストリア→フィジー→ バングラデシュ→ ニカラグア→ ウガンダ→ ハンガリー）

2021年後期 （ネパール→ 南スーダン→ インドネシア→ ジンバブエ→ タイ→ ブラジル→ ポーランド→ ボツワナ→ ベトナム→ 総括）

主催︓国⽴⼤学法⼈宮崎⼤学(産学・地域連携センター)
共催︓⽇本・スリランカ野球友好協会
後援︓独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構（JICA）

⼀般社団法⼈九州アジアプロ野球機構、⼀般社団法⼈北海道ベースボールリーグ
協⼒︓⼀般財団法⼈アフリカ野球・ソフト振興機構、フィジー野球・ソフトボール協会

認定NPO法⼈テラ・ルネッサンス、NPO法⼈BBフューチャー、
オーストリア野球連盟、ＮＯ法⼈⽇本アジア球友団ラリグラスの会
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第１回︓2021年4月28日（水） スリランカ（後⽥剛史郎、ニローシャン.P、高野光一）
テーマ︓Playball Since 2002 〜内戦・爆弾テロ事件を乗り越えて〜
主 審︓アジア野球連盟審判⻑ 小山克仁 氏
第２回︓2021年5月12日（水） ブルキナファソ（出合佑太）
テーマ︓出来ない理由はできる 理由になる 〜ゼロからイチをつくるブルキナ野球の12年〜
主 審︓日本プロ野球機構選⼿会事務局⻑ 森忠仁 氏
第３回︓2021年5月26日（水） コスタリカ（越智陽水、⿊⽥次郎）
テーマ︓「コロナ禍で新たなステージへ」〜野球・ソフトボールを通じての国際協⼒〜
主 審︓JICA国際協⼒機構 協⼒隊事務局 ⼈材育成課⻑ 川本寛之 氏
第４回︓2021年6月 9日（水） タンザニア（友成晋也）
テーマ︓「タンザニア甲⼦園の軌 跡」

〜 野球がない国になぜ野球が受け入れられたのか 〜
主 審︓SFTC事務局元ディレクター 川原工 氏
第５回︓2021年6月23日（水） オーストリア（坂梨広幸、⽥久保賢植）
テーマ︓オーストリア野球の国内リーグ事情と今後の展望
主 審︓九州アジアプロ野球機構 代表理事 ⽥中敏弘 氏
第６回︓2021年7月14日（水） フィジー（持⽥貴雄、⽩川将寛、⼤嶋賢⼈、⻄尾高広）
テーマ︓フィジー野球の奇跡︖ それを⽀え続ける日本⼈の軌跡︕
主 審︓(宮崎県)川南町⻑ 日高昭彦 氏
第７回︓2021年7月28日（水） バングラデシュ（渡辺⼤樹）
テーマ︓超弱小チームが試合を重ねるごとに強くなる

〜野球漫画のようなバングラデシュ野球〜
主 審︓宮崎⼤学理事（研究担当） 水光正仁 氏
第８回︓2021年8月25日（水） ニカラグア（阿部翔太）
テーマ︓思いは招く 〜ニカラグア⼥⼦野球が目指す世界〜
主 審︓JICA九州センター所⻑ 吉成安恵 氏
第９回︓2021年9月 8日（水） 東京オリンピック番外編

（スジーワ ウィジャヤナーヤカ、小山克仁）
テーマ︓⼤会裏側とこれからの日本野球界がすべきこと
第10回︓2021年9月22日（水） ハンガリー（小川真吾）
テーマ︓ ハンガリー野球を通じて世界に羽ばたいた⼈生

第11回︓2021年１０月１３日（水） ネパール（小林洋平、イッソー タパ）
第12回︓2021年１０月２７日（水） 南スーダン（友成晋也）
第13回︓2021年１１月１０日（水） インドネシア（野中寿⼈）
第14回︓2021年１１月２４日（水） ジンバブエ（堤尚彦、谷山直規）
第15回︓2021年１２月 ８日（水） タイ（⻘山功
第16回︓2021年１２月２２日（水） ブラジル（⼤⾒翔、八倉波平）
第17回︓2022年 １月１２日（水） ポーランド（坂元克己）
第18回︓2022年 １月２６日（水） ボツワナ（中村藍⼦）
第19回︓2022年 ２月 ９日（水） ベトナム（北堀学）
第20回︓2022年 ２月２３日（水） 総括（阪⻑友仁）

令和3年4月28⽇（⽇）から、Zoom を利⽤したオ
ンライン形式で、⽇本とは全く異なる世界各地の野球
事情について、国内外に発信するユニークな講座を実
施しています。

本講座は、宮崎⼤学がJICA国際協⼒機構などをはじ
めとする海外におけるスポーツの普及活動を進める機
関と連携しながら、世界各国で野球の指導経験がある
⽇本⼈を講師に招き、年間20回シリーズで実施するも
ので、世界を飛び回ります。

本講座の目的は複数ありますが、世界的に⾒ればマ
イナースポーツである野球を世界に広め、世界各地に
ライバルを作っていくことで、更なる⽇本野球の発展
に繋がり、国内での野球⼈気の衰退に⻭⽌めを掛ける
ことが⼀つの目的です。

両講座ともに、北は北海道から南は沖縄まで、全国
各地から毎回約100名が視聴しています。

２０カ国の野球事情が紹介されるこれまでに例のな
い講座です。世界各国の野球事情を知ることはもち
ろん、野球を通じた⼈材育成や平和への取組を知る
とともに、スポーツの持つ無限の可能性に触れるこ
とができます。

スポーツは⼈種や文化の違いを問わず世界中
の⼈々とコミュニケーションをとることがで
きるツールとして注目を浴びています。この
講座では野球・ソフトボールを通じて国際協
⼒や社会貢献活動を⾏っている⼈々の活動に
ついて紹介しています。

2013年IOC総会において、阿倍首相（当
時）はJICA事業でスポーツ隊員を3000⼈
以上派遣してきたことを実績としてアピー
ルし東京誘致に成功しました。「次の世代
にスポーツの⼒を伝えたい」この講座に関
わる⼈たちの想いです。


